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2012年 2月 14日 

皆様へ 

IPPO IPPO NIPPON プロジェクト  

共同委員長  長谷川 閑 史 

（（公社）経済同友会 代表幹事） 

滝   茂 夫 

（中部経済同友会 代表幹事） 

 

 

IPPO IPPO NIPPON プロジェクト 第 1期活動 

～全国212社より 3.4億円の寄附を集め、被災3県の職業高校・大学・育英基金を支援～ 

 

 

2011年 3月 11日に発生した東日本大震災において、犠牲になられた皆様に深く哀悼

の意を表しますとともに、被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。 

我々、全国の経済同友会は、大震災により甚大な被害を受けた岩手県、宮城県、福島

県の復興を中長期にわたって支援していくため、「IPPO IPPO NIPPON プロジェクト」

を立ち上げております。このプロジェクトは、被災地の人づくりや産業活性化に向けて、

被災地に所在する岩手、仙台、福島の各経済同友会の協力の下、各県などと協議しなが

ら真に支援が必要な方々に対して、全国各地の企業・個人よりお預かりしたご厚志を半

年ごとにお届けするプラットフォームであり、地域経済を担う若者を育成する職業高校

に震災で失われた実習機材の提供、震災で保護者を亡くされた子どもたちを支える各県

の支援基金への協力、新事業創造を担う国公立大学への支援などを実施しております。 

このたび、昨年 10月 11日より開始した第 1期活動が終了しました。企業・法人 212

社、個人 18 名の参加を得て、第 1 期分として頂戴したご厚志 3 億 4,150 万 8,947 円を

次頁の通り、それぞれの支援先にお届けさせていただきました。なお、昨年 11月末から

12月初旬に各高校を、2月 2日に達増拓也・岩手県知事と藤井克己・岩手大学学長を代

表者が訪問し、目録をお渡しいたしました。2月 21日には、村井嘉浩・宮城県知事と井

上明久・東北大学総長を訪問する予定でおります。 

本プロジェクトは、5年間にわたり復興に向けた被災地支援を継続していく予定であ

り、2月 20日（月）より開始する予定の第 2期活動においても、全国の企業・個人の皆

様にご協力いただきながら、職業高校への実習機材の提供などを実施して参ります。 

報道各位におかれましては、「IPPO IPPO NIPPON プロジェクト」の活動趣旨をご

理解いただき、ご高配を賜りますようよろしくお願いいたします。 

 

■本件問合せ先： 

IPPO IPPO NIPPONプロジェクト運営事務局（経済同友会 事務局内） 

藤井（℡：03-3284-0224）、廣川（℡：03-3284-0264／E-mail：ippo@doyukai.or.jp） 

 

mailto:ippo@doyukai.or.jp


 

2 

～IPPO IPPO NIPPON プロジェクト 第 1期活動概要～ 

 

（１）募集期間：2011年 10月 11 日（火）～2012年 1月 31日（火） 

（２）参加者数：企業・法人 212社、個人 18名 

（３）寄附総額：3億 4,150 万 8,947 円 

（４）支援内容 

   １）職業高校への実習機材の提供（添付参照） 

   ①岩手県立職業高校 5,985万円相当 

高田高校（小型トラック、冷凍冷蔵庫など 2,634万円相当） 

釜石商工高校（情報処理実習室用 PCなど 1,903万円相当） 

宮古工業高校（空気調和実習室用機材など 954万円相当） 

種市高校（和船、船外機、水中カメラなど 623万円相当） 

大船渡東高校（調理実習用和洋中食器一式 86万円相当） 

久慈工業高校（発電機、LED投光器など 55万円相当） 

   ②宮城県立職業高校 6,399万円相当 

宮城県農業高校（52人乗り大型バス 1,746万円相当） 

宮城県水産高校（46人乗り中型バス 1,243万円相当） 

気仙沼向洋高校（同中型バス、被服室備品など 3,410万円相当） 

   ③福島県 1億 1,641円相当 

磐城農業高校（鶏舎用設備、トラクターなど 5,242万円相当） 

いわき海星高校（小型教習艇、端艇、ヨットなど 6,399万円相当） 

   ２）国立大学法人による復興事業への支援 

     ①岩手大学三陸復興推進事業 2,000万円 

（三陸地域復興センター） 

     ②東北大学災害復興新生研究機構 1,400万円 

（災害科学関係人材育成事業） 

   ３）震災遺児・孤児の支援基金への寄附 

     ①いわての学び希望基金（岩手県運営） 3,156万 2,567円 

     ②みやぎこども育英募金（宮城県運営） 2,556万 2,568円 

※第 1 期活動の支援先を決定した昨年 7 月の第 1 回運営委員会の開催時点では、

福島県が設置運営する「ふくしまこども寄附金」は設置されていなかったため、

支援を実施しておりません（第 2期活動では、支援を実施する予定です）。 

（５）備考 

IPPO IPPO NIPPONプロジェクトは、事務作業等に要する費用を（公社）経済

同友会が負担し、参加法人・個人からお預かりしたご厚志は、全額、被災地支援

にお役立ていたしております。 

以上 


